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自然水銀長崎県佐世保市大潟町産(地質調査所標本M12322)

自然水銀(natiTe血ercury,Hg)は常温で液状を示す唯一の金属

である.比重は13,596普通少量の金銀を含んでいる.写真の自

然水銀は粒径最大1mmである.

この自然水銀は第三紀中新世佐世保層群相ノ浦層の砂岩･頁岩互層

中に存在する･この砂岩中には垂直の節理が発達しておりその節理

に沿って脈状の水銀鉱床が生成している.水銀鉱物として辰砂(Cin･

naber,HgS,深紅～裾赤色)黒辰砂(メタ辰砂metacimaber,

HgS,灰黒色辰砂と同質異晶)自然水銀及び角水銀鉱(ca1omel,

homquicksi1∀er耳gC1無色～白色針状)を産するが他の鉱石鉱物

は産したい.

1843～44(天保14～弘化元年)及び1869～1970(明治2～3年)に自

然水銀を少量採取した.

なお黄茶色にみえるところは鵜鉄鉱である.
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